
8 やわらぎ 2018 冬 9やわらぎ 2018 冬

ニュース&トピック ニュース&トピック

第24回もみじ会日帰り温泉旅行
褥瘡管理者・看護師長　藤原 昌子

参加した職員

「第5回 Girl’s＆Women’s合同1型糖尿病を語り合う女子会
－食事とインスリンを調和させる工夫を学び合いましょう!!－」
を開催しました！
看護外来室（糖尿病看護外来）　慢性疾患看護専門看護師　佐藤 真理子

　10月18日（水）に、第24回もみじ会日帰り温泉旅行を
開催しました。もみじ会とは、ストーマ外来に通院されてい
るオストメイト（人工肛門・人工膀胱を造設された方）や、
当院で手術を受けたオストメイトの方を対象にした患者会
です。
　今回は、高松市の喜代美山荘 花樹海 へ行ってきまし
た。10月中頃は雨ばかりで、開催日も晴天とはいきません
でしたが、朝から青空も少しみられる穏やかな天候でした。
瀬戸大橋や温泉から、きれいな瀬戸内の海や島々を眺め
ることができました。入浴のあとはみなさんとおいしい食事
をいただいて、お土産を買って帰ってきました。
　参加者は、同伴のご家族を含め18名でした。参加者の
平均年齢は結構高くなっています。毎年、楽しみにして来
てくださる方、この会で手術後初めて温泉に入ることがで

きた方、いろいろお話しさせていただきました。みなさんの
声が、私たちのがんばるエネルギーになっています。

　「1型糖尿病＊を語り合う女子会」は、糖尿病看護外来
で支援させていただいた患者さんの声「同じ病気をもつ人
とお話がしたい」「2型糖尿病ではなく1型糖尿病の人が
集まる会はないの？」「こんなときどうすればいいのか？ み
なさんに聞きたい」「こんな悩みは私だけ？」をもとに企画し
た会であり、療養していくために必要な「ノウハウを学べる
場」、同じ病気だからこそわかり合える「仲間づくりの場」と
して、2013年から開催しています。
　この女子会は40歳以上の女性が対象のWomen’s部門
と20 ～ 30歳の女性が対象のGirl’ s部門があり、今回は合
同で11月4日（土）に開催しました。中塔糖尿病センター
長から「食事とインスリンを調和させる工夫 -カーボカウ
ント＊＊の活用と最近のトピックス-」というテーマで糖尿病
治療に希望が持て、療養につながるお話があり、佐藤から
は「カーボカウントを活用してみよう！-この食事は何カー
ボ？何単位のインスリンが必要？-」というテーマでカーボ
カウントを活用した食養生ができるように、簡単に、かつ具
体的なお話をさせていただきました。
　15名の方が参加し、「みなさん、がんばっておられるので
私もがんばります！」「元気をもらえました」「この病気になっ
たときにはとても落ち込みましたが、私だけではないことが

わかりました」「みなさんのお話が聞けてよかった」など同じ
病気を抱える仲間との対話や交流を通して病気と向き合
い、療養していく力を充電されました。

中国地区DMATと合同で院内災害訓練を行いました
秘書広報課副係長　中村 貴美子

岡山市消防局との特別消防訓練
秘書広報課副係長　中村 貴美子

中国地区DMAT（災害派遣医療チーム）連絡協議会の
実働訓練が10月14日（土）、岡山県内の病院や空港など
約20か所で実施され、当院では合同で、院内災害訓練を
行いました。
　訓練は岡山県西部を震源とするマグニチュード7.4の地
震が7時45分に発生したと想定し、県庁に調整本部を置き、
5県の47チーム約300人が参加しました。当院では島根県
や鳥取県などの8チームが合流しました。当院の傷病者に
は看護専門学校の学生や職員が扮しました。正面入口で、
まずはトリアージ（事故・災害などで同時に多数の負傷者

が出た時に、重症度によって治療の順番を決めること）と応
急処置を実施し、その後それぞれの症状に応じて、赤・黄・
緑の各エリアに模擬患者を移動させました。一人で何度も
患者役をこなした学生もおり、最終的には146名のトリアー
ジを行いました。

診療班だけでなく、病棟を管理する看護班、医療器材を
確認する医療資機材班、情報班、庶務班など多くの班に分
かれ、各人が必要な役割を担いました。

反省会では「最初は戸惑ったが、途中から臨機応変に
対応できた」「入院が決まった患者さんが待つスペースがあ
ればよかった」などの感想が出ました。

11月6日（月）午後2時から「秋の火災予防運動」の
一環として、岡山市消防局と当院が合同で、特別消防
訓練を実施しました。四国沖を震源とするマグ
ニチュード8の地震により病院内で火災が起き、
初期消火を試みたものの鎮火せず、負傷者や
逃げ遅れた者が多数いるという想定で行った
訓練には、はしご車やポンプ車を含む消防車両
14台、消防ヘリ1機、当院のDMAT車1台、並
びに消防局から45名、消防団から12名、職員
20名の計77名が参加しました。

応急救護所では、DMAT隊員及び救急隊員
が協力して10名の負傷者にトリアージを行い、
5階に取り残された職員は、はしご車で救出さ
れるなど、緊張感のある本格的な訓練でした。
「訓練とはいえ、病院から煙が上がる様子に、

不安になった」「放水の勢いがすごかった」など
の感想がありました。

地域の方々の見学もあり、防火意識を高めるよい機
会になりました。

＊糖尿病は、①1型、②2型、③その他の特定の機序、疾患
によるもの、④妊娠糖尿病の4つに分類されます。1型糖
尿病は2型糖尿病の発症メカニズムとは異なり、過食や
運動不足などの生活習慣によるものではなく、自己免疫
機序によって膵臓のβ細胞が破壊されて発症する、ある
いは原因がわからないという特徴があります。

＊＊カーボカウントとは、食事の中に含まれる炭水化物（カー
ボハイドレイト）の量を把握し、血糖値を調整する糖尿病
の食事療法のひとつです。


